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アサ ツキのホー リーボ ックスによ る栽培法

畠 山 順 三 ・ 高 橋 英 一 ・ 鈴 木 光 喜

(秋田県農業試験場 )

0■■tivatiollコ btllod of Ch■ vee Dging｀ IIo■ 0ァ BOX"

Sヽz8HAu国 夏
“

晨 ,Eiichi TAKAHA‐I,and M it叫 ′。8hi SttШ

(ALita Agricu■ ●ュra■ Exper■ュent stat■ on)

1ま え が き

近年野生のァサッキは著 しく減少 し,そ れに伴 って

栽培が増え,現在県内で約 2 haと 推定される。本種は
初冬に地上部が全部枯れ,そ の後再ぴ積雪下で伸長す
る特性から耐積雪性は強く,寒冷地の適作物とみられ
る。 しか し,取穫は 1月 下旬以降 1～ 15πも積った雪
を掘り起 し,そ の下から収穫するため 1日 1人で 5″
程度 しかできず,その上過重な労働を伴 うため,必要
な時期に必要な量の出荷は困難である。著者らは寒冷

気象の利用 と冬期労力の活用からアサッキの省力栽培

法について昭和∞年に試験を開始 し,生態的特性の解
明からネーツーボ ックスによる簡易裁培技術を開発 し

たので,昭和51年の結果 を報告する。

2試 験 方 法

1 ホー ソーボノタスの構造 :長 さる0卸,幅 30m,高
さ15ぃの木製箱,箱底は水稲の中成苗用の穴あき板 を
使用 した。

2 供試種球 :河辺郡河辺町産 (裁培種 )を 当場で
増殖。

3 ボ ックス内の資材 :水田土壌 (壇土 )を用いた
が,資 材の種類試験ではこの外に砂土, クンタン,そ
ミガラの 4種 を供試 した。

4 ホー リーボ ッタスを置く圃場の施肥量(り /1oa)
:基肥,IIL肥 2t,炭 カル100,熔燐 60,硫加燐安12号
(N15,シ 0517,K2012¢ )70を それぞれ全面施用 し,
追肥は硫安で143を 10月 16日ポッタスの上から施用 した。

なお,施 IIE量試験では硫加燐安 12号 を∞,7o,9oの 5
段階で検討 した。

5 植付け時期 :51年 9月 ,日 ,植付け種球はボン
クス当た り96球 (40o～ 4∞ ′),密 度試験では144球 の

植付け区をさらに設けた。なお,各試験区とも 2反覆
として実施した。

5 試験結果と考察

1 生育相について
1月 上旬の収穫までにおける草丈,幼茎IE大及び幼

茎重を含めた茎葉重等の最大期は11月 20日 ごろであ 9

た(表 1)。 その後地上部茎葉は枯れるため,乾物重は
減少するが,反面根重は増加する。おそらく茎葉から
の養分転流によるものとみられる。

地中幼茎長は茎葉部の最大期後に急速に伸長 し,12
月上旬ごろがほぼ最長期 とな って,こ の状態で越冬 し

ている。一方.植付け種球は新 しい茎葉の伸長に養分
供給の役割を果すため次第に減少するが,そ の程度は
11月 下旬ごろまでが急速で,その後は緩慢 となって12

月下旬にはほとんどなくなるが,遅植えの場合はこの

時期にも残存量が多く認められる。

表 1生 育 相

一方,根の分布調査は湯沢産の種球を用いた。その
結果,地表から20廊以内に根のほとんどが分布 してお
り,全根重に対 し,乾物重で4o“ はボックスの底部か
ら地中に伸長 して養水分吸収の役割を果 しているが,

多 くはボ ックス内にあることがわかった(表 2)。 幼茎

重に対する根重の割合を乾物重でみると1:α 95では
ぼ同 じ値 を示 した。

表 2 根の特性

2 ボ ックス内の資材の種類 と生育・収量
蒻芽揃はクンタン,モ ミガラの場合はやや劣 り,葉
の抽出時にはもち上がりと葉のよじれも見られるが,
これは資材を強 く詰めた時に現われやすい (表 3)。 し

かし,後期生育にはほとんど影響はなく幼茎収量は各
資材間に大きな違いは見 られないが,砂土, タンタン
区でわずかに増収 している。これらのことから箱内資

調
月夭

の
数

株１
茎

の
さ
茎幼

長

乾物重 (′ノ箱)

茎 葉 根 種球

10月 22日
11  22
12   7
23
1    7

&8本
51
49
50
,1

ア 1

81
83
a4

“

２５

７５

″

“

17
24
39
58
34

７２

″

２‐

１５

‐０

蜀
乾 物 重 (′′箱)

幼 茎 箱内根 箱外根 根 計 箱内根重比

湯沢産 1035 5&7 4o l 988 591%



-118- 東 北 農 業 研 究  第 21号 (1978)

材の養分供給の違いは幼茎収■にそれほ ど影響 してい

ないこと力`わか った。

一方,作業労力か ら見た場合 ,タ ンタン,モ ミガラ

は土のアの重さで済むこと,収穫の容易なことから実

用的であると考 えられる。

表 5 資材の種類 と生育及び圃場か ら
移動する時の重さ

3 各地から収集 した種球の生産力
供試種球は河辺産 (栽培種 )の外に本荘市赤田 (野

生種 ),湯沢市須川 (栽培種 )の各地から収集し,そ

の後当場で増殖した。結果は表 4の とおりで 1株の分

球数は本荘産 と湯沢産は少ないが幼茎長は長 く,太い

ため 1茎重は重い。これに対 し,河辺産は分球数は多

いが,幼茎の伸長は悪いため 1茎重は軽いなど3種問

に形態と収量性に異なる特徴のあることから,多 収系

統の選抜が今後必要 と思われる。なお,収量と商品性

からみた場合は幼茎長 9“前後,最大茎は 8“程度が

適当とみられた。

4 植付け密度
2段階の密度で検討したところ,密 度を50`増 加 し

た場合38%増収したが,植付け種球に対する幼茎収量

は低下することから生産効率は悪 く,そ の上幼茎長は

短く小物化 した (表 5)。 しかし,資材の経済性からみ

ると96～144球 (443～ 671′ )は 実用的密度と考える。

表 5 植付け種球 と生育,収量

5 ボックス設置圃場の施肥量
施肥量の違いは生育,収量にほとんど差を示さなか

ったが,10月 16日 の追肥は生育を明らかに良化させた

ことから効果は大きいものと思われるので,さ らに検

討する予定である (表 6)。

4 ま  と  め

ホー ジーボックスによる新 しい省力栽培技術として

一応次のようなことがわかった。

ホー リーボ ックスの高さは15m位 が適当で,植付け

時期は種球の残存からみて 8月 下旬～9月 上旬である。

ボッタス当たりの植付け種球は440～ 670,とみられる。

覆土はクンタンかモミガラが実用的である。しかし,

ボッタスの底部には約 3いの上を詰めると発根が促進

され,生育は良化する。一方,植 え付けたポックスには

十分灌水後圃場に並べる。そして圃場からの運搬は地

上部の枯れる12月 中,下旬で,凍結 しないようにハウ

スか小屋に積み重ね必要な時期に出荷する。なお,幼

茎収量は植え付けた種球 とほぼ同 じ程度得ることがで

きる。
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表 6 ホーリーボッタス設置圃場の施肥量

目項

施1巴量
幼茎長

1箱 当た り 乾物重(″箱 )

本 数 幼茎重 幼 茎 箱内根

硫加燐 501,

安 12号 7o

(10a当 たり)

"

ア4

84

26

45'本

422

428

485′

456

471

1161

9`4

1019

538

5α 4

549

表 4 各地から収集 した種球の生産力
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